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平
成
25
年
4
月
１
日
の
本
運
行

の
た
め
、
平
成
27
年
度
ま
で
の
３
年

間
の
債
務
負
担
行
為
を
設
定
。
年
間

２
５
０
０
万
円
は
、
車
両
の
運
行
に

係
る
委
託
料
で
す
。
内
容
は
、
人
件

費
、
車
両
整
備
費
、
保
険
料
等
で
す
。

ほ
か
に
ホ
ン
ダ
Ｅ
Ｖ
車
を
リ
ー
ス
し

た
場
合
の
リ
ー
ス
料
、
車
両
整
備
費
、

保
険
料
等
で
す
。
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主
な
補
正
要
因
と
金
額
、
議
会
で
出
さ
れ
た
質
疑
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

主
な
補
正
内
容

歳
入
で
は
…
…

・
個
人
町
民
税
・
固
定
資
産
税
収
入
見
込
額

の
追
加
に
よ
る
増
額

・
児
童
入
所
見
込
み
確
定
に
よ
る
保
育
所
保

護
者
負
担
金
の
減
額

・
障
害
者
自
立
支
援
給
付
費

追
加
確
定
に
よ
る
国
・
県

負
担
金
の
増
額

歳
出
で
は
…
…

・
こ
ど
も
医
療
費
給
付
費
の

増
額

・
汚
泥
再
生
処
理
セ
ン
タ
ー

燃
料
費
・
光
熱
水
費
増
額

（
Ａ
重
油
単
価
上
昇
・
電
気

料
金
改
定
）

・
農
産
物
加
工
施
設
建
設
工

事
の
請
負
費
確
定
に
よ
る

減
額

・
寄
居
町
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事

業
調
査
業
務
委
託
料
の
計

上
 

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー

運
行

業
務
に
係
る
債
務
負
担
行
為
に
つ

い
て
。

 

寄
居
町
エ
コ
タ
ウ
ン
計
画
の
中

核
的
事
業
（
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
発
電
・
充
電
事
業
、
ス
マ
ー
ト
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
業
、
Ｅ
Ｖ
の
充
電
事

業
）
を
来
年
度
以
降
具
体
化
す
る
た

め
の
調
査
を
委
託
す
る
も
の
で
す
。

 

寄
居
町
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
調
査
業

務
委
託
の
内
容
は
。

　一般会計 7335 万 7000 円を増額
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（0.7％増）

 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
つ
い
て
は
、
現
在
県

に
許
可
手
続
中
で
す
。
農
業
関
係
の

有
識
者
、
町
で
農
産
物
の
加
工
を

行
っ
て
い
る
30
名
が
メ
ン
バ
ー
と

な
っ
て
お
り
、
加
工
研
究
会
、
か
た

く
り
の
会
、
生
活
改
善
ク
ラ
ブ
が
中

心
と
な
っ
て
い
ま
す
。

 第３回

※
（

　）
内
の
パ
ー
セ
ン
ト
は
、
今
回
の
補
正
前
の
予
算
に
対
す
る
増
減
率
で
す
。
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各
会
計 

補
正
予
算

 

農
産
物
加
工
施
設
建
設
が
進

ん
で
い
る
が
、
そ
の
運
営
に
当
た

る
団
体
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
化
の
進
捗

は
。

国民健康保険会
特別

計110万7000円を減額
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（0.02％減）

 第２回

 

人
間
ド
ッ
ク
検
診
受
診
者
の
最

終
見
込
み
者
数
が
、
当
初
見
込
み
の

１
９
４
人
を
上
回
る
こ
と
が
見
込
ま

れ
る
た
め
、
増
額
補
正
を
行
う
も
の

で
す
。

 

人
間
ド
ッ
ク
検
診
委
託
料
の

増
額
補
正
の
理
由
は
。

主
な
補
正
内
容

医
療
費
の
動
向
及
び
職
員
の
人
事
異

動
等
に
伴
い
、
所
要
額
の
補
正
を
行

う
も
の
で
す
。

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
…
目
的
地

に
直
行
す
る
通
常
の
タ
ク
シ
ー

と
は
異
な
り
、
利
用
者
の
要
求

（
デ
マ
ン
ド
）
に
応
じ
他
の
人

も
乗
り
合
わ
せ
、
目
的
地
に
送

迎
す
る
サ
ー
ビ
ス
。
町
で
は
昨

年
11
月
か
ら
テ
ス
ト
運
行
し
て

い
ま
す
。

受
益
者
負
担
金
…
下
水
道
事
業
は
、
道
路
や
公
園
な
ど
の
公
共

施
設
と
は
異
な
り
、
整
備
さ
れ
る
地
域
が
限
ら
れ
利
用
で
き
る

方
も
特
定
さ
れ
る
事
業
で
、
そ
の
建
設
費
を
す
べ
て
税
金
で
ま

か
な
う
と
、
下
水
道
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
地
域
と
の
間
に
不

公
平
が
生
じ
ま
す
。
そ
こ
で
負
担
の
公
平
性
を
図
る
た
め
、
下

水
道
整
備
に
よ
っ
て
利
益
が
生
じ
る
方
（
受
益
者
）
に
建
設
費

の
一
部
を
負
担
し
て
い
た
だ
く
「
受
益
者
負
担
金
制
度
」
が
設

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

完成間近な農産物加工施設

テスト運行中のデマンドタクシー

下
水
道
事
業
会特
別計

88
万
９
０
０
０
円
を
減
額
（
０・
２
％
減
）

古くなった水道管を新しくする「老朽管布設替工事」
今年度は、桜沢・寄居・男衾・用土・折原地区など６ヵ所で、総延
長2265ｍの更新に向けて、計画どおりに工事が進んでいます。

主
な
補
正
内
容
　寄
居
駅
南
地
区
の
公
共
下
水
道
整
備

に
係
る
受
益
者
負
担
金 

は
、
当
初
の
見
込
み
に
対

し
て
一
括
納
付
が
多
く
３
８
０
万
円
の
増
額
。
男
衾
駅

周
辺
で
の
同
整
備
に
お
い
て
も
、
当
初
の
見
込
み
に
対

し
て
一
括
納
付
が
多
く
３
２
０
万
円
の
増
額
。
合
わ
せ

て
７
０
０
万
円
の
増
額
補
正
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
に
つ
い
て
は

７
８
８
万
９
０
０
０
円
を
減
額
し
ま
し
た
。

主
な
補
正
内
容
　折
原
地
区
農
業
集
落
排
水
事
業
処
理

施
設
進
入
道
・
外
周
道
舗
装
工
事
に
つ
い
て
は
、
23
年

度
に
一
部
工
事
の
進
捗
が
あ
っ
た
こ
と
、
及
び
請
負
差

金
が
発
生
し
た
こ
と
に
よ
り
減
額
補
正
と
な
り
ま
し
た

が
、工
期
内
に
す
べ
て
の
舗
装
工
事
が
完
了
し
ま
し
た
。

農
業
集
落
排
水
事
業
会特
別計

３
３
５
万
２
０
０
０
円
を
減
額（
３・５
％
減
）

主
な
補
正
内
容
　収
入
に
つ
い
て
は
、
東
京
電
力
福
島

第
１
・
第
２
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
る
賠
償
金
の

増
額
。
支
出
に
つ
い
て
は
、
人
事
異
動
に
よ
る
人
件
費

を
減
額
し
た
も
の
で
す
。

　

水
道
事
業
会
計

収
益
的
収
支
（
収
入
）
56
万
７
０
０
０
円
を
増
額
（
０
・
04
％
増
）

資
本
的
収
支
（
支
出
）
54
万
円
を
減
額
（
０
・
１
％
減
）

次
の
ペ
ー
ジ
は
「 

町
に
考
え
を
聞
く
！
　一
般
質
問 

」

第
２
回

第
２
回

第
２
回




